
「第69回全国高等学校スキー大会」が

開催されました

２月３日(月)から７日(金)までの５日間、

全国高等学校総合体育大会「第69回全国高等

学校スキー大会」が妙高市で開催されました。

例年にない少雪のため開催が危ぶまれまし

たが、自衛隊、地元スキー関係者等、多くの

方々のご尽力により、全競技を実施すること

ができました。

【開会式の様子】

【スペシャルジャンプの様子】

【クロスカントリーの様子】

【アルペンの様子】

開会式では、全国から来県する選手の皆様

を歓迎するため、上越地区の高校生が制作し

た歓迎映像が披露されました。

また、大会では、アルペン、クロスカント

リー、スペシャルジャンプ、コンバインドの

４競技で、男子７種目、女子５種目、女子公

開競技２種目が行われ、本県選手は、男子ク

ロスカントリー10kmクラシカルでの優勝を含

む19種目で入賞するなど、輝かしい成績をあ

げました。
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教 育ニュースライン 県教育に関する最新ニュースをお知らせします。

＜今月号の記事＞ 対象校種
１：教育ニュースライン Ｐ１ 全種
２：人権教育、同和教育の推進 Ｐ２～３全種
３：明日の新潟の飛躍につながる魅力ある学校づくり推進事業 Ｐ４～６全種
４：新潟県高校生 理数トップセミナーについて Ｐ７ 全種
５：令和元年度新潟大学医学部学科体験講座の実施報告 Ｐ８～９全種
６：インフォメーション Ｐ10～11全種
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令和２年３月２日発行

編集人、発行人
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本年度、「人権教育、同和教育に関する教職

員意識調査」を実施しました。前回調査が平

成18年度の実施ですので、13年ぶりになりま

す。調査結果は、前回との比較等の分析を加

え、報告書として本年度中に作成します。各

学校においては、内容を確認し、校内での研

修を実施してください。

人権教育の目的と目標について、新潟県教

育委員会では次のように捉えています。

＜人権教育の目的＞

○人権尊重の精神の涵養

「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律」より

＜人権教育の目標＞

○人権についての知的理解を広げ深める

○人権感覚を豊かにする

○人権を尊重する意欲や態度を育てる

「第三次とりまとめ」より

人権尊重の精神は、「涵養」という語句が表

しているように、粘り強く、時間をかけて培

われるものです。学校及び社会の中で、生涯

に渡って主体的に学び続けることにより、人

権教育の目的が達成されていきます。したが

って、人権教育は様々な学校教育機関や社会

教育機関、家庭や地域が連携して、すべての

機会を通じて取り組むことが求められていま

す。

新潟県教育委員会では、これまで「差別の

現実に学び、被差別の立場に立って寄り添う」

などの考えに基づいて積み重ねてきた多くの

実践の成果や課題を今後につなげること、ま

た、「同和問題の解決なくして真の人権が尊重

される社会は実現しない」との認識のもと、

同和教育を中核とした人権教育を推進してき

ました。どの学校においても、様々な人権課

題のうち、同和教育については、確実に実践

をお願いしています。

インターネット上に同和地区と称して多数

の地名や地域を書き込む行為等、匿名性や拡

散性を特徴とした人権侵害が発生しています。

そして、児童生徒がこうしたネット上の記事

をうのみにしてしまうと、誤った認識をもっ

てしまう危険性があります。実際にインター

ネットに掲載された「江戸時代の被差別部落

の人々は、罪を犯した人である」を閲覧し、

そのまま誤った認識をもつに至った事例など

があります。

インターネットは、発信が容易である一方

で、誤った情報も氾濫しています。人権侵害

にあたる内容や根拠のない情報に対して、ど

のように対峙していけばよいのでしょうか。

必要なのは、インターネットの情報をうのみ

にせず、正しく適切な判断ができる知識をも

つことです。そして、差別を絶対に許さない

心構えをもつことが大切です。

すべての教職員は、この現実を真摯に受け

止め、偏見や差別は「命」にかかわる重大な

問題であることを再認識して、同和教育を確

実に推進していくことが大切です。そのため

に、次の点について取組の強化をお願いしま

す。

○校長のリーダーシップのもと、すべての

教職員が主体となって、組織的・計画的

に人権教育、同和教育を推進する。

○人権教育、同和教育の基盤は学級経営で

あることを再確認し、一人一人の児童生

徒を真に大切にする教育を推進する。

○保護者や地域の方々に学校の取組を理解

していただき、同一の歩調で指導に当た

る。

(2) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第842号 令和２年３月２日

人権教育、同和教育の推進

義務教育課・高等学校教育課
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また、過去の記憶に頼ることなく、「生きる」

シリーズや国・県発行の資料等を読み込むこ

となどから、正しい知識を身に付けること、

多くの人の価値観にふれたり、日々の教育活

動を点検したりすること、さらには、現地学

習等により差別の現実に深く学び、人権感覚

を磨き続けることなど、教職員自らが「学び

直し」をしていくことが必要です。

令和元年度、平成30年度における人権教育、

同和教育の取組状況は、次のようになってい

ます（高等学校は平成30年度の状況）。

＜校内研修等の実施状況＞
小学校 中学校 高等学校

校内研修を複 100％ 100％ 100％

数回実施 100％ 100％ *調査中

「生きる」を 100％ 98.8％ 95.7％

活用した授業 99.4％ 100％ *調査中

「教職員研修の手引き」 42.5％ 44.1％ 52.1％

を活用した研修 44.5％ 47.6％ *調査中

現地学習会 37.7％ 37.6％ 35.1％

37.0％ 35.1％ *調査中

中学校区共通 21.1％ 24.1％

の指導計画 30.1％ 35.1％

*上段は平成30年度、下段は令和元年度の数値である。

（平成30年度及び令和元年度「小・中学校教育課程の編成・実

施状況等に関する調査結果」、平成30年度「高等学校人権教

育、同和教育の研修指導実施状況報告」から）

各学校には、年間２回以上の研修の実施を

お願いしています。研修の内容としては、「生

きる」シリーズを活用した研修や授業実践に

向けた指導案検討、外部講師や校内講師によ

る講話、各種研修会への参加等が多く行われ

ています。「教職員研修の手引き」を活用した

研修は以前に比べ増加しておりますが、さら

なる活用をお願いします。

【人権教育、同和教育主任等研修会の様子】

また、差別や人権侵害の現実に深く学ぶた

めに現地学習会を実施した学校が、小・中・

高とも約４割弱となっています。近隣の学校

と連携を図るなどして、今後も工夫した取組

をお願いします。

中学校区で共通の指導計画を作成すること、

あるいは学校間で指導計画の共通理解を図る

ことがこれまでの課題でしたが、昨年度に比

べ小学校が９％、中学校が11％向上しました。

小中９年間の系統的な人権教育、同和教育を

進めていくために、次年度も重点的に取り組

む課題としていきます。

＜人権教育強調週間の取組＞

12月４日から12月10日の「第71回人権週間」

に合わせ「人権教育強調週間」を実施し、以

下のような特色ある取組が行われました。

◇全校で、差別に憤り自分事として考えよう

とする授業を検討し実施した。（上越：小）

◇「生きる」シリーズを３時間にわたって活

用した授業や、児童会の集会を開いて友達

との望ましいかかわりを考えた。(中越：小)

◇アニメ「めぐみ」を活用した拉致被害者の

授業や、性的マイノリティについて学ぶ授

業を行った。(下越:中)

◇小中合同の集会を開き、ＳＮＳが原因の人

間関係のトラブルを取り上げて話し合い、

行動目標をカードに記入した。（中越：中）

◇人権擁護委員８名から寸劇を交えた講話を

していただき、自他の気持ちを大切にする

ことなどについて話し合った。(上越：特支)

◇１学年がＳＮＳ、２学年がヘイトスピーチ、

３学年が就職差別のテーマで指導案を作成

し、一斉公開授業を実施した。（下越：高）

来年度、第72回全国人権・同和育研究大会

（兼第28回新潟県同和教育研究集会）が新潟

県で開催されます。貴重な研修の機会ですの

で、多くの皆さんが参加されることを期待し

ています。

◇期日：10月31日（土）～11月１日（日）

◇会場：全体会はリージョンプラザ上越他

分科会は上越市、妙高市の18会場



(4) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第842号 令和２年３月２日

県教育委員会では、平成30年度から「明日

の新潟の飛躍につながる魅力ある学校づくり

推進事業」に取り組んでいます。

この事業は、「県立高校の将来構想」に示し

た高校の将来像を実現するために、社会に開

かれた教育課程や、生徒が夢を叶えることの

できる進路指導の構築に向けて、調査・研究

や企画の運営をする学校を支援しています。

本号では、指定13校のうち５校の具体的な

取組について紹介します。

当校はグローカルな視点で地域貢献できる

人材を育成するため、未来(ミラい)を共に創

る(つクル)『村高イヨボヤプラン』（村高ゼミ

ミラクルⅠ・Ⅱ・Ⅲ）を実践しています。こ

の取組をとおして「自己肯定感のある人」、「向

上心を持ち続けられる人」、「激変する社会に

柔軟に対応できる人」を育てることを目標と

し、「人間力」、「問を立てる力と問題解決力」、

「キャリア形成力」を育成しています。

１年時は「社会を知る」をテーマに、キャ

リア教育講演会や事業所訪問で学んだことを

ポスターセッションで発表します。２年時は

「学問を知る」をテーマに、村上探訪フィー

ルドワークで理解した地域課題を大学模擬講

義につなげ、協働して課題解決を目指すとと

もに、海外修学旅行で「村上のよさ」を英語

で発信します。３年時は「進路を実現する」

をテーマに、志望校研究、チーム活動面接練

習や村高ゼミ卒業研究で、自分の進路実現に

つなげます。地域資源を活用した探究学習で

は、思考力・表現力・課題解決能力の向上を

図るとともに、カリキュラム・マネジメント

に取り組み、アクティブ・ラーニングによる

授業や教科横断型授業を取り入れ、生徒の意

欲を高め、夢の実現につなげています。

【ポスターセッションの様子】

当校は、令和２年度から「総合選択制の高

校」となり、商業系の科目を選択し、地域課

題に取り組む「地域探究コース」と、希望す

る進学先にあわせた教科・科目を選択できる

「教養コース」が設置されます。そこで当校

では、今後の教育内容について検討を重ね、

以下の取組を行ってきました。

１ 大学との連携によるコミュニケーシ

ョン能力向上に向けた学習プログラム

の研究

２ 地域人材の活用やインターンシップ

によるキャリア教育の推進

１については、「人間関係形成能力」を育む

教育プログラムの研究として、１年生全員で

自分の将来などをテーマとした年間６回のグ

ループワークを行いました。新潟大学教職大

学院の先生から自己分析と他者理解の方法に

ついて学び、自分の得意なことやそれを活か

した将来の夢などを発表するグループワーク

に取り組みました。

２については、２年生全員が地元企業訪問

や５日間のインターンシップに取り組みまし

た。参加した生徒からは「挨拶や言葉遣いの

大切さがわかった」「自分の将来について考え

明日の新潟の飛躍につながる魅力ある学校づ く り
推進事業

高等学校教育課
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ることができた」などの声がありました。

これらの取組は、令和２年度からの教育課

程における学校設定科目等に取り入れる予定

としています。１年時の学校設定科目「自分

デザイン」では、地域人材を活用した地元産

業の理解などの基礎となる知識を身につけて、

地域活性化に向けたアイデアを出し合うグル

ープワークに取り組み、それを踏まえて自分

の将来をしっかり考える進路学習を行う計画

としています。また、２年時の学校設定科目

「未来デザイン」では、現在のインターンシ

ップの取組に加え、生徒がより主体的に進路

選択ができるようにするため、地域人材を活

用した事前・事後学習を計画的に組み入れて

いきたいと考えています。

【インターンシップの様子】

「あぶらげ」「織物」「手まり」などで知ら

れる長岡市栃尾地区に位置する当校は「地域

との連携を深化させた人づくりを推進」する

総合学科の高校です。地域の産業や伝統文化

に関する学びを基盤に、地元の保育所・介護

福祉施設との交流学習や大学・企業・関係機

関との連携による地域活性化プログラムの開

発など、学科の特性を活かした多様な学習活

動に取り組んでいます。

全校で行う「地域探訪（地域学習）」では、

今年、栃尾織物を使って雁木通りを描く大型

壁画の制作に挑戦しました。一般公開した完

成作品は多くの方々から賞賛いただき、生徒

にとっては地域の魅力を再認識し、郷土愛を

醸成する活動となりました。

全国産業教育フェア新潟大会では、福祉・

家庭系列の生徒を中心に、県内総合学科の高

校４校と各地の繊維業についての学びを活か

し、クロスフェス新潟（ファッションショー）

を開催しました。当校では生徒が布地をデザ

インし、その布で製作したシャツやドレスを

披露し、全国に地域産業・文化を発信しまし

た。

また、ビジネス・情報系列の生徒が長岡大

学と連携して立ち上げた「地域活性化FooT Pr

oject」においては、地域食材を活かした商品

(Food)と地域資源を活用した観光(Tourism)の

開発に着手しました。栃尾文化センターをは

じめ地域の多くの方々からご賛同いただき、

イベントで商品を販売したり、観光ルート試

案を発表したりするなど、一歩一歩、着実に

成果をあげています。

このように栃尾高校は地域との連携を深化

させながら、今後も魅力あふれる学校づくり

を進め、将来の地域社会における中心的な役

割を担う人材を育成していきます。

【「地域探訪」での壁画制作の様子】

当校は「地域に貢献できる人材の育成」を

めざし、燕市教育委員会、吉田商工会、燕商

工会議所、燕市観光協会、社会福祉協議会な

どと連携して事業を行っています。

１学年では、「総合的な探究の時間」で、地

域の文化・産業を知ることを目的に燕市長に

よる特別講座、地域講演会、燕市産業史料館

の訪問を行っています。
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２学年では、インターンシップのほか、本

校の特色であるコース制に分かれて行うJICA

による特別講義、地場産業学習会、地域スポ

ーツ講話、高齢者擬似体験を行い、これらの

活動をとおして、自己の在り方生き方を学び

ます。

３学年では、今年度は新たにビジネスマナ

ー講習会を２回実施しました。また、地元企

業経営者による模擬面接、グローバル教育体

験講座、高校生と赤ちゃんとの交流、地域の

食と文化を学ぶ講座を行い、生徒の進路実現

や充実した授業づくりに向けて取り組んでい

ます。

このほか、県内外の先進校視察を行い、学

校設定科目の開設に向けて情報収集、計画立

案を行っています。

卒業生の半数が就職希望者で、その90％が

地元である燕・三条地区の企業に就職するこ

とから、生徒が地域に貢献する人材として自

覚し、成長することを期待しています。

【地元企業経営者による模擬面接の様子】

当校では、令和２年度に「地域探究コース」

を開設し、総合的な探究の時間の「佐渡学」

を発展させ、学校設定科目「地域探究」、「ソ

ーシャルデザイン」などによって、地域と連

携した探究活動を行う予定としています。

本年度は、１年生が６月と11月に宿根木を

訪れた観光客に対して、「英語観光ガイド実地

研修」を行いました。10月には羽茂地域の通

訳案内士の方から「英語ガイド講座」で指導

を受け、さらにわかりやすいガイドを目指し

て取り組みました。

また７月には「ビジネスプラン・グランプ

リ講演会」を実施し、日本政策金融公庫の方

からお話を伺うとともに、「高校生ビジネスプ

ラン・グランプリ」への応募を目指して、佐

渡汽船（株）やタネクリエイティブ（株）の

方々とアイデア交換会を行いながら、佐渡の

ＰＲの方法について検討を重ねてきました。

これまでの探究活動の成果は、12月に開催さ

れた「NIIGATA高校生マイプロジェクト☆LABO

in 南魚沼」で発表しました。

本事業をもとに、地域と協働し、「ふるさと

を愛し、地域振興の心と国際感覚を身につけ

たグローカル人材を育てる」「地域や仲間と協

力し、自らが課題の発見や解決案を考える力

を身につけさせる」「一人一人の個性や能力を

伸ばし、未来を切り拓くための学力を身につ

けさせる」ことを目標としながら「地域探究

コース」開設に向けて邁進しています。

【英語ガイド実地研修の様子】

この他にも、指定校13校がそれぞれの目標

の実現に向かって特色ある取組を実践してい

ます。

なお、13校の指定校については高等学校教

育課のWebページをご覧ください。

（https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/koto

gakko/）

県教育委員会では、今後も、「県立高校の将

来構想」に基づき、魅力と活力ある学校づく

を推進します。



県教育委員会では、新潟大学理学部の協力

を得て、数学や理科に関する体験的・問題解

決的な学習活動を行うことをとおして、本県

高校生の数学や理科への興味・関心と、知的

探究心等を育成することを目的として、「新潟

県高校生 理数トップセミナー」を毎年開催

しています。

令和元年度は11月９日(土)・10日(日)及び

12月14日(土)の３日間、新潟大学理学部を主

な会場として実施し、高等学校と中等教育学

校後期課程の生徒171人が参加しました。

新潟大学理学部の教授等が作成した数学や

理科の課題について、生徒同士で議論しなが

ら探究的な活動を行い、その成果について発

表及び意見交換を行いました。

グループ研究では、高等学校での学習を超

えた発展的な内容を学んだり、高等学校には

ない測定機器を操作したりする場面もありま

した。生徒達は、大学教授や大学生・大学院

生などからアドバイスを受け、課題を解決し

ていました。また生徒の感想に「もっと色々

なことを知りたいと感じた。」とあり、生徒が

自分の将来を考える機会にもなりました。

また、成果発表では「数学に楽しんで取り

組んでいることに刺激を受けた。」との感想も

あり、他校の生徒の意見に触れ、互いに学び

を深め、刺激を得た様子がうかがえました。

【グループ研究の様子】

今年度のグループ研究の分野と課題テーマ

分野 課題テーマ

数学① 自分で不等式を作ってみよう

数学② 方程式の解の計算

物理 回折現象を通して「分光」を理

解しよう

化学 塩分センサーを作ってお醤油の

塩分を調べよう！

生物 植物のプロトプラストを用いた

実験

地学 地震と断層の科学

当セミナーは「科学の甲子園新潟県予選」

を兼ねています。「科学の甲子園全国大会」は、

各都道府県の代表校が、理科・数学・情報に

関する筆記・実技競技を行い、知識活用能力

や課題解決能力を競う大会です。今年度は

令和２年３月20日(金)～23日(月)に埼玉県で

開催されます。県予選の結果、新潟高等学校

が県代表として出場することが決まりました。

・友人とともにチャレンジすることがとて

も楽しかった。

・難問は色々な考えを必要とするため、考

えの幅が広がった。

・他校の素晴らしい人たちに圧倒され、刺

激になった。

・高校ではできない実験ができて、とても

よい経験になった。

生徒は、高度な実験や課題解決活動に取り

組み、科学に対する興味・関心と知的探究心

を高め、多くの刺激を受けていました。本セ

ミナーの実施が、高等学校等での探究的な学

習の推進につながるものと考えています。
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新潟県高校生 理数トップセミナーについて

高等学校教育課



県教育委員会では、医学部医学科進学を目

指し、将来、医師として本県の医療に携わろ

うとする高い志と使命感をもった生徒を支援

するため、平成22年度から新潟大学医学部医

学科体験講座を実施しています。

10回目を迎えた本年度は、県立高等学校及

び県立中等教育学校17校をはじめ、県内高等

学校及び中等教育学校合わせて112人の応募が

ありました。新潟大学医学部医学科の先生方

の御厚意で、12月と３月の２回に分けて実施

し、２回合わせて80人の生徒が参加できるこ

ととなり、12月は40人の生徒が参加しました。

参加した生徒たちは、今回の体験で医師の

仕事の一端を知ると同時に、志を同じくする

仲間から刺激を受けることができたようです。

また、新潟大学の先生方からは、医師という

職業に対する情熱と、本県の医療に携わる人

材の育成に対する思いを、強く感じることが

できました。

参加した生徒たちが、この体験を通じて医

師という職業について理解を深め、医学部医

学科進学への意志を強くし、その実現に向け

て努力するとともに、将来本県の医師として

活躍することを期待しています。

＜応募のあった県立高等学校と県立中等教育学校＞

新潟 新潟中央 五泉

新発田 新発田南 長岡

三条 小千谷 国際情報

高田 糸魚川 佐渡

村上中等 燕中等 津南中等

直江津中等 佐渡中等

○日時 令和元年12月23日（月）

○対象生徒 県内高等学校 １、２年生

県内中等教育学校 ４、５年生

○内容

・開講式及び概要説明 10:00～10:35

・模擬講義 10:45～11:45

「脳の研究と診療」

新潟大学医学部総合医学教育センター

河内 泉 准教授

・見学・医療体験 13:00～15:00

・懇談会 15:10～15:40

新潟大学の医師、学生の方々17人

・閉講式 15:40～16:00

【模擬講義】

【シミュレーション体験】
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令和元年度新潟大学医学部医学科体験講座

高等学校教育課
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＜参加生徒アンケートの回答＞

参加生徒40人のうち、39人が回答

参加した生徒の９割以上が医師を目指す気

持ちが高まっている。以下は、参加した生徒

の主な感想である。

〈参加した生徒の主な感想〉

○ 新潟大学医学部の歴史、現状まで説明し

ていただき、新潟大学で学ぶ利点を捉える

ことができた。

○ 新潟県の医師不足の深刻さ、地域医療の

大切さに改めて気付くことができるよい体

験になりました。地域医療に携わりたいと

いう気持ちがさらに大きくなりました。

○ 模擬講義は初めて耳にする単語が多く、

はじめは困惑しましたが、内容のわかりや

すさや身近な例を用いた説明に大変驚くと

同時に、医療のめざましい進歩に感動しま

した。

○ 本格的な講義が受けられてとても満足し

ました。僕もたくさん勉強して医学科に入

学して講義を受けてみたいです。

○ 実際に医療器具を使ったり、シミュレー

ションしたりすることができ楽しかった。

○ 医学部生の方々と話をして、全員が口を

揃えて「自然に勉強ができるようになるこ

と」が大切で、医学部に入学してからが本

当のスタートだと話していたので驚いた。

○ 医学部生の知性的で生き生きとした姿に

あこがれを感じました。毎日、勉学に励み、

入学できるように頑張りたいと思います。

○ 医学部を目指す人がこんなにたくさんい

ることを改めて目の当たりにして、いい刺

激になった。今日から勉強を頑張りたい。

○ 今日の説明や講義を聞いて、より一層医

学への興味と医師になりたいという思いが

強くなりました。

○ 医師になることは難しく、人一倍努力を

しなければならないことを実感し少し不安

になったが、今日から勉強をさらに頑張り

たい。また、新潟で働きたいと強く思った。

【医師・医学部生等との懇談会】

厚生労働省による平成30年度の調査では、

本県の人口10万人当たりの医師数は210.5人

で、全国平均(258.8人)を大きく下回り、全国

44位となっています。県内の医師総数は全国

平均と単純比較すると、1,084人不足している

状況です。また、本県の医学部医学科への進

学者数は、既卒生を含め100人前後となってい

ます。このような状況から、本講座をはじめ

とする、医師という職業の魅力を生徒に伝え、

医師から医学研究等について学んだり医学部

生と交流したりする機会を提供して、生徒の

進学意欲を向上させる必要があると考えてい

ます。また、生徒は本講座等で高めた進学意

欲を日々の学習へとつなげ、継続的、教科横

断的に学習を進めて学力を向上させることが

必要不可欠です。

県教育委員会としては、引き続き、新潟大

学医学部医学科と連携して本講座を充実させ、

医学科進学希望者の進学意欲の向上を図ると

ともに、生徒の学力向上に資する取組を進め、

将来、医師として本県の医療を担い、活躍で

きる生徒を育成してまいります。
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●県立万代島美術館（新潟市）

企画展
「THE ドラえもん展 NIIGATA 2020」

村上隆「あんなこといいな 出来たらいいな」(部分)
Ⓒ2017 Takashi Murakami/Kaikai Kiki Co., Ltd. All Rights

Reserved. ⒸFujiko-Pro

「あなたのドラえもんをつくってください」。国内
外で活躍する28組のアーティストたちに、こんな
お願いをしました。1970年の誕生以来、日本中に
夢を届けてきたドラえもん。みなさんの心の中に
も、思い出のドラえもんや、いつでもそばで優し
く助けてくれるドラえもんの姿が、刻まれている
のではないでしょうか。変わりゆくこの時代の中
で、アーティストたちに「あなたのドラえもん」
を表現してもらったら、どんな世界が生まれるだ
ろう。何を願い、未来へ何を伝えてくれるだろう。
この展覧会のために、様々な発想や技法によって
生み出された作品をお届けします。

○会 期 ３月20日(金・祝)～
５月17日(日)

○休 館 日 ３月23日(月)、４月６日(月)、
20日(月)、５月11日(月)

○開館時間 午前10時～午後６時
(観覧券の販売は午後５時30分まで)

○観 覧 料 一般1,400円(1,200円)
高校・大学生1,200円(1,000円)
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が
免除になります。受付で御提示ください。

※前売券（一般のみ1,200円）を３月19日(木)
まで販売しています。

３月２日(月)～19日(木)は展示替えのため休館しま
す。

県立万代島美術館
住所 新潟市中央区万代島５-１ 朱鷺メッセ内
TEL 025-290-6655 万代島ビル５階
URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/

●県立近代美術館 （長岡市）

企画展 「1964年 東京－新潟」

1964年、東京オリンピック公式ポスターを亀倉雄
策がデザインし、同年、国内に先駆けて長岡市に「現
代美術館」が開館し、日本美術が転換期を迎えた諸
相を展観します。また、この春に取り壊しが決まっ
た長岡現代美術館（現・長岡商工会議所）の貴重な
建物を記録に残し、その写真を併せて展示します。

前田常作《日の丸（東京オリンピック）》1964年
新潟市美術館蔵

〇会 場 県立近代美術館 企画展示室
〇会 期 開催中～３月22日(日)
〇休館日 月曜日（祝日は開館、その翌日休館）
〇開館時間 午前９時～午後５時

（観覧券の販売は午後４時30分まで）
〇観覧料 一般700円（600円）

高校・大学生500円（400円）
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が免除に
なります。受付で御提示ください。

次回予告：企画展

「生活の中に美を」という考えで

近代デザインを先駆けたモリス。

良質な生活空間を演出する壁紙デ

ザインの変遷を紹介します。

４月４日(土)～５月31日(日)

※前売券(一般のみ1,000円）

絶賛発売中 ウィリアム・モリス

《ピンパーネル（るりはこべ）》1876年

Ⓒ Morris & Co.

 県立近代美術館 
住所 ⾧岡市千秋 3 丁目 278-14 
TEL 0258-28-4111 
URL https://kinbi.pref.niigata.lg.jp/ 
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●県埋蔵文化財センター

冬期企画展「発掘！新潟の遺跡2019」

新潟県教育委員会が行った最新の発掘調査
の成果を出土品や写真で解説します。縄文時
代の大規模なムラ村上市上野遺跡や古墳時代
の南魚沼市余川中道遺跡のほか、整理作業が
進んだ平安時代の阿賀野市山口遺跡等を展示
します。
〇会 期 ３月22日(日)まで
○時 間 午前９時～午後５時
○会 場 県埋蔵文化財センター
○主 催 新潟県埋蔵文化財センター
○休館日 期間中休館日なし
○観覧料 無料

南魚沼市余川中道遺跡 古墳時代中期の土器

県埋蔵文化財センターでは学校向けの教育支援プ
ログラムを用意しています。詳しくはホームペー
ジを御覧ください。

新潟県埋蔵文化財センター
住所 新潟市秋葉区金津93番地１
TEL 0250-25-3981
FAX 0250-25-3986
E-mail niigata@maibun.net
URL http://www.maibun.net

まいぶんちゃん

※ PDFファイルでご覧の方は、下線部（Web
ページﾞアドレス）をクリックすると、直
接該当Web ページにジャンプしますので
御活用ください。

※県ホームページからバックナンバーも御覧
いただけます。「新潟県 教育月報」で検索
してください。

発行所 新潟県教育庁総務課
所在地 〒950-8570

新潟市中央区新光町４番地１
電 話 025-280-5587 ＦＡＸ 025-285-3766
E-mail ngt500010@pref.niigata.lg.jp
Web版URL http://www.pref.niigata.lg.jp/kyoikusomu/

**本紙に関する御意見がありましたら、お寄せください**
＜無断転載を禁ず＞


